


荒谷翔大（ボーカル）、田中慧（ベース）、斉藤雄哉（ギター）、野元喬文（ドラム）が福岡で結成したyonawo。
当初から早耳リスナーが話題にしていたバンドが、1stフルアルバム『明日は当然来ないでしょ』から僅か9か月で
2ndフルアルバム『遙かいま』を完成。亀田誠治、冨田ラボというプロデューサーとの制作曲を含む本作はまさに
進化の一作だ。荒谷に「未来ノ和モノ」について訊いた。

福岡発新世代バンドが亀田誠治、
冨田ラボと生んだ進化の2ndフルアルバム
福岡発、2021年最注目の新世代バンドのyonawoが待望の2ndフルアルバムをリリース。冨田恵
一（冨田ラボ）がプロデュースした初のバラード「哀してる」の他、WOWOWオリジナルドラマ「出会
い系サイトで70人と実際に会ってその人に合いそうな本をすすめまくった1年のこと」のオープニング
曲「ごきげんよう さようなら」、結成当初に披露していた幻の楽曲「浪漫」など全12曲を収録。亀
田誠治のプロデュースによる「闇燦々」では中毒性抜群のサウンドで新たな一面を見せるなど、特
定の音楽ジャンルに囚われることなく進化を続けるバンドのジャンルレスな音楽性を楽しめる一作。

—— 未来や世界のリスナーに向けた
　　『遙かいま』の聴きどころは？

yonawa『遙かいま』リリース記念
インタビューはmikiki.tokyo.jp で！

『遙かいま』

A：今後も僕たちが純粋に好きだと思うものを作っていくの
が大切だなと思います。


